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「「春春闘闘期期をを中中心心ととししたた当当面面のの闘闘争争方方針針」」等等確確認認さされれるる

第第４４回回中中央央委委員員会会開開催催さされれるる
冒
頭
西
川
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
の
挨
拶
の
な
か
で
、
各
区

の
来
年
度
作
業
計
画
交
渉
の
進

捗
状
況
に
ふ
れ
、「
こ
の
時
期

に
及
ん
で
、
残
念
な
が
ら
ま
だ

１
区
で
労
使
合
意
に
至
っ
て
な

い
。
単
組
東
京
清
掃
と
し
て
、

今
年
度
中
に
こ
の
区
が
労
使
合

意
に
至
ら
な
い
事
態
に
な
れ

ば
、
そ
の
他
の
２２
区
の
合
意
も

白
紙
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

単
一
労
組
と
し
て
の
決
意
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
夜
、
業
務
が
入
っ
て
い

る
た
め
、
経
過
報
告
の
前
に
纐

纈
副
委
員
長
か
ら
書
記
長
会
議

で
提
案
さ
れ
た
「
２
０
１
０
春

闘
期
を
中
心
と
し
た
当
面
の
闘

争
方
針
」
に
つ
い
て
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。「
今
回
政
権
交
代

後
初
の
春
闘
と
な
る
が
、
依
然

経
済
状
況
は
厳
し
く
、
デ
フ
レ

状
態
に
あ
り
、
労
働
者
へ
の
リ

ス
ト
ラ
、
賃
下
げ
攻
撃
は
続
い

て
い
る
」
と
認
識
を
示
し
、
自

治
体
労
働
者
及
び
清
掃
労
働
者

を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
の

提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ

け

２
０
１
２
年
度
に
も
回
復

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
公
務
員

非
現
業
の
労
働
協
約
権
等
に
つ

い
て
、「
自
律
的
な
労
使
関
係
構

築
、
自
治
労
運
動
の
再
強
化
」

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。「
わ
が
組
合
の
具

体
的
な
取
り
組
み
」
と
し
て
、

組
織
財
政
方
針
の
具
体
化
、
組

織
教
宣
活
動
の
強
化
、
国
鉄
闘

争
最
終
局
面
で
の
取
り
組
み
、

「
下
請
け
関
連
労
働
者
」
と
の

連
帯
等
々
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
答
弁
の
ち
、
中
央
委
員
全

体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。経

過
報
告
と
し
て
染
書
記
長

か
ら
、
こ
の
間
区
長
会
と
行
な

わ
れ
た
勤
務
条
件
に
関
わ
る
交

渉
、
第
２
回
小
委
員
会
交
渉
（
統

一
交
渉
結
果
の
公
表
に
つ
い

て
）
第
３
回
小
委
員
会
交
渉
（
公

益
法
人
等
へ
の
派
遣
職
員
に
係

わ
る
給
与
の
取
り
扱
い
つ
い

て
）
、
ま
た
事
業
執
行
等
に
関
わ

る
区
長
会
と
の
情
報
交
換
、
意

見
交
換
等
の
報
告
が
あ
り
、
質

疑
答
弁
の
の
ち
中
央
委
員
全
体

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
染
書
記
長
か
ら

「
０９
賃

金

確

定

闘

争

総

括

（
案
）
」（
次
号
掲
載
予
定
で
す
）

が
提
案
さ
れ
、
ま
た
野
崎
賃
金

部
長
か
ら
区
長
会
へ
の
要
求
の

も
と
と
な
る
「
平
成
２２
年
度
現

業
（
業
務
）
系
任
用
制
度
及
び

賃

金

制

度

に

関

わ

る

要

求

（
案
）
」（
次
号
掲
載
予
定
で
す
）

が
提
案
さ
れ
、
質
疑
答
弁
の
の

ち
中
央
委
員
全
体
の
拍
手
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
作
業
計
画
が
区
交
渉

で
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
区
が

あ
る
な
か
、
残
さ
れ
た
区
の
判

断
に
つ
い
て
中
央
執
行
委
員
会

で
行
い
、
他
区
に
つ
い
て
は
回

答
を
帰
す
こ
と
と
す
る
が
、「
残

さ
れ
た
区
の
交
渉
如
何
に
よ
っ

て
は
、
確
認
を
白
紙
に
戻
す
こ

と
に
な
る
」
こ
と
を
付
し
た
回

答
を
す
る
旨
の
「
２２
年
度
作
業

計
画
に
関
わ
る
判
断
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
（
案
）
」
が
染
書

記
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
中
央
委

員
全
体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
２２
日
第
４
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
経
過
報
告
と
し
て
第
３

回
以
降
の
経
過
、
２
０
０
９
年
度
１１
月
、
１２
月
分
の
会
計
収
支
報
告
が
報
告
さ

れ
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
事
と
し
て
２
月
１５
日
の
書
記
長

会
議
で
提
案
さ
れ
た「
２
０
１
０
春
闘
期
を
中
心
と
し
た
当
面
の
闘
争
方
針（
案
）

と
当
日
提
案
さ
れ
た
２
０
１
０
年
２
月
１１
日
（
木
）
祝
日
計
画
回
復
作
業
計
画

（
案
）
等
に
つ
い
て
中
央
委
員
全
体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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１

は
じ
め
に

都
区
制
度
改
革
の
大
き
な
柱

と
し
て
、
東
京
都
か
ら
清
掃
事

業
が
２３
特
別
区
へ
移
管
さ
れ
、

今
年
度
末
で
１０
年
と
な
る
。

わ
が
組
合
は
「
条
件
整
備
な

き
区
移
管
反
対
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
組
織
の
総
力
を
あ
げ
、
大

闘
争
を
展
開
し
た
。「
百
万
人

署
名
」
や
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
の

「
一
万
人
集
会
」
な
ど
の
大
衆

行
動
を
全
組
合
員
の
団
結
力
で

貫
徹
し
た
熱
い
闘
い
が
「
十
年

一
昔
」
と
言
う
が
、
つ
い
昨
日

の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

派
遣
期
間
中
の
６
年
間
は
、

身
分
移
管
に
伴
う
「
勤
務
条
件
」

と
「
事
業
執
行
統
一
交
渉
」
の

堅
持
を
求
め
、
移
管
時
の
約
束

で
あ
る
「
処
遇
総
体
の
水
準
低

下
を
招
か
な
い
」
を
遵
守
さ
せ

る
闘
い
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
０
６
年
３
月
、
わ
が
組
合

と
区
長
会
は
、
勤
務
条
件
統
一

交
渉
の
協
約
を
締
結
し
、
協
約

権
を
有
す
る
労
組
法
適
用
の
「
単

組
東
京
清
掃
」
が
誕
生
し
た
。

事
業
執
行
統
一
交
渉
に
つ
い
て

は
、
各
区
事
項
と
対
決
姿
勢
を

貫
く
区
長
会
と
２
０
０
６
年
完

全
身
分
移
管
後
も
約
３
年
に
お

よ
び
「
都
労
委
闘
争
」
を
中
心

に
粘
り
強
く
闘
い
、
統
一
交
渉

項
目
は
「
中
継
所
の
取
り
扱
い
」

１
項
目
で
は
あ
っ
た
が
、
２
０

０
８
年
４
月
に
労
働
協
約
を
締

結
し
た
。
引
き
続
き
統
一
交
渉

項
目
上
積
み
に
向
け
た
闘
い
を

強
化
し
て
い
く
。

こ
の
十
年
、
市
場
原
理
主
義

や
新
自
由
主
義
に
よ
る
「
構
造

改
革
」
や
「
規
制
緩
和
」
政
策

が
大
企
業
の
利
益
第
一
主
義
を

先
導
し
、
弱
者
を
切
り
捨
て
、

「
痛
み
」
を
弱
者
に
押
し
つ
け
、

「
貧
困
と
格
差
」
が
蔓
延
し
、

閉
塞
感
に
覆
わ
れ
た
社
会
に
変

質
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
社
会
状
況
に
対
す

る
労
働
者
や
国
民
の
怒
り
が
、

昨
年
８
月
の
衆
議
院
選
挙
で
自

公
連
立
政
権
に
圧
倒
的
な
「
Ｎ

Ｏ
」
を
突
き
つ
け
、
政
権
交
代

が
実
現
し
た
。
時
代
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

新
政
権
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
価
値
が
揺
ら
ぎ
、
根
幹
で
あ

っ
た
安
全
・
安
心
が
打
ち
砕
か

れ
、
崩
壊
寸
前
に
し
た
自
公
連

立
政
権
の
「
負
の
遺
産
」
を
引

継
ぎ
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
責
任
を
背
負
っ
た
。

一
方
、
真
に
全
て
の
労
働
者

の
「
生
活
と
権
利
」
が
守
ら
れ
、

「
反
戦
平
和
・
護
憲
・
人
権
」

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
、
社
会
的
正
義
を

実
現
す
る
労
働
組
合
の
団
結
力

を
強
く
示
す
こ
と
が
問
わ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

２
０
１
０
春
闘
を
は
じ
め
引
き

続
く
参
議
院
選
挙
等
の
闘
い
を

全
力
で
取
組
ん
で
い
く
た
め
「
当

面
の
闘
争
方
針
」
を
提
起
す
る

２０１０年２月２２日
第４回中央委員会

２２
００
１１
００
春春
闘闘
期期
をを
中中
心心
にに
しし
たた

当当
面面
のの
闘闘
争争
方方
針針
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